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自分の住んでいる場所が川の氾濫、土

砂災害危険箇所に含まれていないか？ 

どこに避難すればいいのか？事前に確

認、頭に入れておくことで、いざという

時に迷いなく避難できるようにすること

が大切です。 

防災マップには、災害に備えるための

情報がいろいろと記載されています。確

認しながら、いつでも持ち出せるように

非常食など常備しておくこともお勧めし

ます。 

また、高齢者や体の不自由な方がいら

っしゃるご家庭などは災害時、地域の人

達の協力・支援が必要になります。日頃

から声を掛け合うなど、ご近所同士の交

流をもち、いざというとき互いに助け合

える関係を作っておくことが大切です。 

  ＜非常持ち出し品＞ （一例） 

■食品・水 

  飲料水、レトルト食品（ごはん・おかゆなど）、缶詰、 

ｲﾝｽﾀﾝﾄﾗｰﾒﾝなど 

■救急・安全関係 

救急医薬品（絆創膏、消毒液、包帯など）、薬（常備 

薬、持病の薬、処方箋の控えなど）、ヘルメット 

■貴重品 

現金、預金通帳、印鑑、ｸﾚｼﾞｯﾄｶｰﾄﾞ、免許証など 

■日用品 

筆記用具、懐中電灯、携帯ﾗｼﾞｵ、乾電池、ﾛｰｿｸ 

ﾏｯﾁ・ﾗｲﾀｰ、ﾃｨｯｼｭﾍﾟｰﾊﾟｰ、缶切りなど 

■衣類 

下着、靴下、上着、タオル、毛布、手袋、軍手など 

■その他 

洗面用具、携帯トイレ、雨具、生理用品など 

 

※リュックサックなどにまとめておくと、避難時に両手の

自由が利くので安全です。 

 

8月に南海トラフ地震臨時情報（巨大地震注意）
が発表されましたが、地震だけでなく、台風など
による、大雨・洪水災害などの自然災害はいつど
こで起こるかわかりません。 

災害に備え、今一度各自治体から配布されてい
る「防災ハザードマップ」などを確認し、防災意
識を高めていきましょう。 



 

 

大
阪
の
特
産
品
ア
ヘ
ン 

Ｊ
Ｒ
茨
木
駅
か
ら
北
に
国
道

一
七
一
号
線
を
越
え
る
。
そ
の

辺
り
が
旧
三
島
郡
福
井
村
、
現

在
は
市
街
地
化
し
て
い
る
。 

こ
こ
に
二 に

反
長
音
蔵

た
ん
ち
ょ
う
お
と
ぞ
う

と
い
う

農
民
が
い
た
。 

日
清
戦
争

後
の
台
湾
支

配
か
ら
敗
戦

に
至
る
五
十

年
、
日
本
は

ア
ヘ
ン
を
最

重
要
の
財
源

に
戦
時
体
制

を
継
続
し
た
。

そ
の
ア
ヘ
ン

生
産
を
支
え

た
の
が
音
蔵

で
あ
る
。 

日
本
の
ア
ヘ
ン
政
策
は
、
英

国
よ
り
大
規
模
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
学
校
で
は
教
え
な
い
。 

岸
信
介
や
大
平
正
芳
な
ど
首

相
経
験
者
が
関
わ
っ
た
こ
と
。

三
菱
商
事
、
三
井
物
産
が
ペ
ル

シ
ャ(

イ
ラ
ン)

か
ら
密
輸
し
た

こ
と
。
三
共
や
武
田
な
ど
製
薬

会
社
が
ア
ヘ
ン
を
精
製
し
て
モ

ル
ヒ
ネ
、
ヘ
ロ
イ
ン
を
生
産
し

て
い
た
こ
と
。
権
力
や
資
本
に

不
都
合
な
こ
と
は
子
供
に
は
教

え
な
い
。 

台
湾
総
督
府
は
ア
ヘ
ン
の
専

売
制
を
実
施
し
た
。
原
料
は
ペ

ル
シ
ャ
、
ト
ル
コ
、
イ
ン
ド
な

ど
か
ら
輸
入
し
た
。
二
十
歳
に

な
っ
た
ば
か
り
の
音
蔵
は
、
自

給
す
れ
ば
国
家
財
政
が
助
か
る

と
、
関
係
機
関
に
何
度
も
建
白

書
を
出
し
た
。 

こ
れ
を
総
督
府
民
政
長
官
の

後
藤
新
平
が
採
り
上
げ
た
。
後

藤
は
台
湾
の
中
毒
者
の
吸
引
量

を
漸
減
し
止
め
さ
せ
る
た
め
、

必
要
な
ア
ヘ
ン
を
入
手
し
よ
う

と
し
た
。
音
蔵
は
、
三
島
郡
か

ら
京
都
の
桂
村
ま
で
の
ケ
シ
栽

培
指
揮
監
督
の
嘱
託
を
受
け
る
。 

ア
ヘ
ン
精
製
は
、
星
一

は
じ
め

の
星

製
薬
が
や
っ
た
。
息
子
の
星
新

一
は『
人
民
は
弱
し 

官
吏
は
強

し
』(

新
潮
文
庫)

に
事
情
を
く
わ

し
く
書
い
て
い
る
。 

第
一
次
世
界
大
戦
の
始
ま
り

と
と
も
に
、
軍
需
用
の
モ
ル
ヒ

ネ
の
需
要
が
高
ま
る
。
世
界
中

で
原
料
ア
ヘ
ン
が
不
足
し
た
。 

担
当
の
内
務
省
は
ケ
シ
栽
培

の
普
及
を
急
い
だ
。
三
十
代
後

半
に
な
っ
て
い
た
音
蔵
の
技
術

が
再
び
買
わ
れ
た
。 

一
九
二
一
年
、
大
阪
府
の
ケ

シ
耕
作
面
積
は
、
二
位
和
歌
山

の
七
倍
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
和

歌
山
が
一
位
と
な
る
。
国
際
法

上
違
法
の
ケ
シ
栽
培
を
外
国
の

眼
か
ら
隠
す
た
め
で
あ
る
。
東

海
道
沿
線
は
目
立
ち
過
ぎ
た
。 

一
九
二
二
年
、
音
蔵
は
地
場

産
業
育
成
の
功
労
者
と
し
て
、

大
阪
府
知
事
か
ら
表
彰
さ
れ
た
。 

一
九
三
〇
年
代
に
入
る
。
満

州
事
変
か
ら
日
中
戦
争
の
時
期
、

日
本
は
戦
費
調
達
の
た
め
、
栽

培
を
朝
鮮
、
熱
河
省
、
蒙
古
へ

と
拡
げ
る
。 

白
頭
山
の
国
境
周
辺
で
朝
鮮

人
た
ち
に
栽
培
、
生
産
を
強
制

し
た
。
た
だ
、
後
に
こ
れ
は
抗

日
ゲ
リ
ラ
対
策
の
た
め
熱
河
省

に
限
定
し
た
。 

こ
れ
ら
の
土
地
で
の
指
導
の

た
め
、
音
蔵
は
数
十
名
の
軍
隊

に
守
ら
れ
、
老
齢
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
何
度
も
出
向
い
た
。 

こ
の
倒
錯
し
た
音
蔵
や
国
家

の
精
神
構
造
は
、
今
に
至
る
ま

で
ニ
ッ
ポ
ン
の
不
変
の
病
で
あ

る
。
大
陸
で
大
量
の
中
毒
者
や

死
者
が
出
る
と
い
う
他
者
へ
の

想
像
力
が
決
定
的
に
欠
け
て
い

る
。 熱

河
省
は
現
在
の
内
モ
ン
ゴ

ル
の
一
部
に
当
た
る
。
日
中
戦

争
を
始
め
る
と
、内
モ
ン
ゴ
ル
、

華
北
を
合
わ
せ
た
地
域
を
日
本

有田誠(ありたまこと) 京丹波町在住の映画愛好家。 

写真は、大阪府茨木市福井 (筆者撮影) 

二反長音蔵(1875～1950) 

当時のアヘン専売所の看板 



 

 

軍
は
占
領
、
傀
儡

か

い

ら

い

の
蒙
古
連
合

自
治
政
府
を
樹
立
し
た
。
こ
こ

で
大
量
の
ア
ヘ
ン
生
産
が
始

ま
っ
た
。
戦
争
の
八
年
間
、
百

万
の
軍
隊
を
ア
ヘ
ン
で
支
え
た

の
が
日
中
戦
争
で
あ
る
。 

ケ
シ
に
つ
い
て 

ケ
シ
の
開
花
が
終
わ
る
と
ケ

シ
坊
主
が
で
き
る
。
そ
れ
に
傷

を
つ
け
樹
液
を
採
る
。
こ
れ
を

乾
燥
さ
せ
た
も
の
が
生

し
ょ
う

阿
片

で
、
さ
ら
に
乾
燥
さ
せ
た
阿
片

煙
膏
を
吸
引
す
る
。 

生
阿
片
を
工
業
的
に
加
工
し

て
モ
ル
ヒ
ネ
を
つ
く
る
。
鎮
痛

剤
と
麻
薬
の
両
方
に
使
う
。
モ

ル
ヒ
ネ
の
化
学
処
理
か
ら
ヘ
ロ

イ
ン
が
で
き
る
。
こ
れ
は
全
く

の
麻
薬
。 

厚
生
労
働
省
資
料
に
よ
る
と
、

満
州
事
変(

一
九
三
一
年)

か
ら
の

三
年
間
、
日
本
の
ヘ
ロ
イ
ン
生

産
量
は
、
世
界
総
生
産
量
の
半

分
以
上
で
あ
る
。 

ヒ
ロ
ポ
ン
と
女
子
学
生 

Ｊ
Ｒ
茨
木
駅
近
く
の
府
立
春

日
丘
高
校
は
、
か
つ
て
茨
木
高

等
女
学
校
だ
っ
た
。
こ
こ
で
は
、

覚
醒
剤
入
り
の
菊
の
御
紋
つ
き

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
を
女
学
生
が
包

装
し
て
い
た
。
こ
れ
ら
は
特
攻

隊
員
に
与
え
ら
れ
た
。 

ヒ
ロ
ポ
ン
は
一
九
四
一
年
、

大
日
本
製
薬
が
売
り
出
し
た
覚

醒
剤
メ
タ
ン
フ
ェ
タ
ミ
ン
の
商

品
名
で
あ
る
。
武
田
薬
品
の
ア

ン
フ
ェ
タ
ミ
ン
商
品
名
ゼ
ゾ
リ

ン
も
あ
る
。
注
射
す
る
と
疲
労

が
ポ
ン
と
取
れ
る
大
阪
系
の
命

名
、
ゴ
キ
ブ
リ
が
ホ
イ
ホ
イ
と

同
次
元
で
す
。 

三
人
の
発
言 

ミ
ヤ
コ
蝶
々(

毎
日
新
聞
一
九
八
五

年
六
月
一
二
日) 

「
軍
隊
で
は
ヒ
ロ
ポ
ン
を
特
攻

隊
の
人
に
打
っ
て
い
ま
し
た
。

戦
争
が
終
わ
っ
た
ら
要
ら
ん
よ

う
に
な
っ
て
、広
告
出
し
て(

薬

局
で)

売
ら
れ
た
ん
で
す
。
軍
隊

と
い
う
か
国
の
都
合
が
先
で
、

国
民
は
え
え
よ
う
に
振
り
回
さ

れ
て
ま
し
た
。
太
宰
治
さ
ん
や

織
田
作
之
助
さ
ん
が
ヒ
ロ
ポ
ン

中
毒
に
な
り
は
っ
た
。
漫
才
の

ミ
ス･

ワ
カ
ナ
さ
ん
も
亡
く

な
っ
た
。私
も
ガ
タ
ガ
タ
で
す
」 

西
村
晃(

井
筒
和
幸
監
督
へ
の
言) 

「
私
は
予
科
練
上
が
り
の
特
攻

隊
だ
ろ
う
。
あ
の
ポ
ン
打
っ
て

出
て
っ
た
の
は
ほ
ん
と
だ
よ
。

あ
と
操
縦
桿
と
股
の
間
に
日
本

酒
の
小
瓶
も
し
ま
っ
て
出
て

い
っ
た
ん
だ
。
ニ
ュ
ー
ス
映
画

で
見
る
別
れ
の
盃
を
一
杯
な
ん

て
広
報
用
の
演
出
だ
よ
」 

藤
原
道
子
議
員(

一
九
五
一
年
二
月

十
五
日
参
議
院
厚
生
委
員
会) 

「
こ
の
ヒ
ロ
ポ
ン
は
戦
争
中
に

軍
需
工
場
等
で
使
わ
れ
た
。
あ

る
い
は
特
攻
隊
に
も
使
わ
れ
た
。

予
備
隊
の
常
備
薬
に
も
こ
れ
は

入
っ
て
お
る
」 

〈
注
〉
予
備
隊
と
は
警
察
予
備
隊
、
現
自

衛
隊
の
こ
と
。
朝
鮮
戦
争
中
、
米
軍
は
手

薄
に
な
る
日
本
国
内
の
「
治
安
」
の
た
め
、

米
軍
補
佐
部
隊
と
し
て
、
急
遽
設
立
さ
せ

た
。
現
自
衛
隊
法
十
五
条
の
三
第
一
項
に

「
自
衛
隊
は
麻
薬
、
覚
醒
剤
原
料
を
所
持

で
き
る
」
と
あ
る
。
ヒ
ロ
ポ
ン
や
ゼ
ゾ
リ

ン
は
現
在
も
製
造
さ
れ
て
い
る
。 

 

特
攻
隊
生
み
の
親
、
大
西
瀧

治
郎(

現
丹
波
市
青
垣
町
出
身)

は
、

敗
戦
時
切
腹
し
た
が
、
児
玉
誉

志
男
に
保
有
の
ヒ
ロ
ポ
ン
を
託

し
、
そ
れ
は
保
守
政
治
家
の
資

金
に
な
っ
た
ら
し
い
。 

軍
神
磯
川
質
男

も

と

お 

 
Ｊ
Ｒ
茨
木
駅
前
の
商
店
街
に

今
は
看
板
だ
け
が
残
る
「
宝
寿

司
・
宝
食
堂
」
が
あ
っ
た
。
こ

こ
の
質
男(

十
九
歳)

は
、
最
初
の

特
攻
隊
員
と
し
て
、
ミ
ン
ダ
ナ

オ
島
ダ
バ
オ
か
ら
出
撃
し
た
。

音
信
が
途
絶
え
、
上
層
部
は
戦

死
と
判
断
す
る
。 

二
階
級
特
進
、
軍
神
と
し
て

報
道
さ
れ
、
地
元
は
大
騒
ぎ
に

な
る
。
弔
問
客
は
絶
え
ず
、
見

舞
品
、
弔
問
金
が
集
ま
っ
た
。

「
軍
神
磯
川
質
男
一
等
兵
曹
の

家
」
と
貼
紙
が
さ
れ
、
英
雄
に

な
っ
て
し
ま
う
。 

 

と
こ
ろ
が
不
時
着
し
て
生
き

て
い
た
の
で
あ
る
。 

 

上
層
部
は
責
任
逃
れ
の
た
め
、

あ
く
ま
で
死
ん
だ
こ
と
に
し
た
。

以
降
の
経
過
は
省
く
が
、
質
男

は
七
か
月
後
、
鹿
児
島
県
鹿
屋

か

の

や

上
空
で
撃
墜
さ
れ
た
。
二
十
歳

に
な
っ
た
ば
か
り
で
あ
っ
た
。 

 

な
ぜ
か
、
彼
の
名
前
が
沖
縄

県
糸
満
の
「
平
和
の
礎

い
し
じ

」
に
刻

ま
れ
て
い
る
。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

（有）あさひ堂 

（株）一谷住宅 

イン・ザ・ルーム亀岡店 

上段税理士事務所 

（株）高木設備 

たにやま鍼灸整骨院 

田端輪業 

（有）土佐寿司 

（有）永田損害保険事務所 

（有）西村テレビ 

ノエビア京都西都販売会社 

三木歯科医院 

みづほ電工 

理容ちどり 
 

（五十音順） 
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全
国
の
ス
ー
パ
ー
で
米
が
消
え

て
い
ま
す
。「
令
和
の
米
騒
動
」

と
も
い
わ
れ
る
こ
の
現
象
、
南

海
ト
ラ
フ
地
震
の
注
意
情
報
が

出
た
影
響
で
、
米
を
必
要
以
上

に
購
入
し
て
備
蓄
す
る
人
が
急

増
。 

さ
ら
に
そ
れ
を
知
っ
た
人

た
ち
が
慌
て
て
購
入
に
走
り
、

品
薄
状
態
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で

す 

▼
コ
ロ
ナ
禍
で
は
、
マ
ス
ク
の

品
薄
、
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ―

パ
ー

や
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ
の
品
薄
な
ど
も

起
こ
り
ま
し
た
が
、「
無
く
な
る

か
も
？
」「
こ
の
先
高
騰
す
る
か

も
？
」と
必
要
以
上
に
購
入
し
、

そ
れ
を
ニ
ュ
ー
ス
等
で
報
道
さ
れ

る
こ
と
で
、
今
回
の
よ
う
な
現

象
が
よ
く
起
こ
り
ま
す 

▼
も

う
す
ぐ
収
穫
期
を
む
か
え
、
新

米
も
出
回
る
こ
の
時
期
に
必
要

以
上
に
買
い
占
め
て
い
る
人
た

ち
を
見
る
と
、
そ
ん
な
に
慌
て

な
く
て
も…

 

と
は
思
う
の
で

す
が
、
１
９
７
０
年
代
の
オ
イ
ル

シ
ョ
ッ
ク
を
体
験
し
た
世
代
の
方

だ
け
で
な
く
、
次
の
世
代
も
同

じ
よ
う
な
行
動
を
起
こ
し
て
い

て
、
人
間
っ
て
変
わ
ら
な
い
も
の

だ
な
。
と
つ
く
づ
く
思
い
ま
す 

▼「
令
和
の
米
騒
動
」は
昨
年
、

別
の
と
こ
ろ
で
も
話
題
に
な
っ
て

い
ま
し
た
。
中
日
ド
ラ
ゴ
ン
ズ
の

細
川
成
也
選
手
が
夏
場
に
入
り

調
子
が
落
ち
て
き
て
そ
れ
を
懸

念
し
た
立
浪
監
督
は『 

ご
飯
の

食
べ
過
ぎ
で
動
き
が
鈍
く
な
っ

た
か
ら
だ
』と
考
え
、
改
善
策
と

し
て
ご
飯
の
提
供
を
や
め
さ
せ

た
そ
う
で
す
。
そ
う
し
た
こ
と
で

ま
た
成
績
が
上
が
っ
て
き
た
こ

と
か
ら
、
他
の
選
手
も
と
炊
飯

器
を
撤
去
し
、
白
米
の
提
供
を

禁
じ
た
そ
う
で
す
。
結
局
、
他
の

選
手
か
ら
も『
こ
の
時
代
に
し
っ

か
り
米
が
食
べ
ら
れ
な
い
と
思

わ
な
か
っ
た
。
も
は
や
令
和
の
米

騒
動
』と
不
平
不
満
が
高
ま
り
、

結
果
、
敵
地
十
三
連
敗
に
つ
な

が
り
、
選
手
た
ち
も
元
気
が
な

か
っ
た
そ
う
で
す 

▼「
腹
が
へ
っ

て
は
戦
は
で
き
ぬ
」と
は
、
ま
さ

に
こ
の
こ
と
。
戦
国
武
将
、
北
条

氏
綱
が
息
子
の
氏
康
に
送
っ
た

書
状
の
一
部
に
も
書
か
れ
て
い

た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
古
来

よ
り
米
を
主
食
に
し
て
き
た
日

本
人
の
遺
伝
子
が
引
き
継
が

れ
、
今
も
昔
も
米
を
欲
し
て
い

る
ん
で
し
ょ
う
ね
。< 

編
集
子 > 

押し花のコースター作り（デイサービス） 

8月 20日（火）押し花ボランティア「花かご」 

から 5名を招き、コースター作りをしてもらいま 

した。 ボランティアの方からアドバイスを受け 

ながら、レース紙の上に色とりどりにレイアウト 

世界にたった一つしかない花のコースターが完成 

しました。 

↑出来上がったコースター 

 

 

 

↑ピンセットを使い、花を配置する利用者さん 

 

 

 


